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Li ion secondary battery (LIB) is expected energy rechargeable device because of its high energy 

density. To develop the LIB, it is important to measure and to evaluate the device appropriately. In 

this study, we focused voltage drop of commercial LIB during charge-discharge test. The voltage 
drop is caused by multiple factors. The separation technique of the sources was investigated. The 

technique is useful as a fast and simple method to evaluate LIB performance. 
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１． リチウム二次電池にかかる期待 
 リチウム二次電池は，従来の二次電池に比べ重

量あたりのエネルギー密度が大きいため，リチウ

ムイオン電池の名称で，ノートパソコン，携帯電

話やデジタルスチルカメラ等のモバイル機器に広

く利用されている． 

 近年，プラグインハイブリッド車(PHEV)や電

気自動車(EV)といった次世代自動車が急速に現

実のものとなりつつある．このような移動体にも，

エネルギー密度の大きいリチウム二次電池の搭載

が望まれている．次世代自動車の普及過程におい

て二次電池の市場が大きく拡大することは必至で

あり，需要拡大に対応すべく生産設備の増強が求

められる．また，モバイル機器においても，電子

ペーパーなどの新しいユビキタスデバイスの普及

が始まっており，携帯電話の急激な普及に貢献し

たリチウム二次電池は，ここでも期待されている．

例えば太陽電池で二次電池を充電しておき，使用

時の足しにする製品等が出始めている． 

 更に，系統連系する場合の平滑化用にも，比較 
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的容量の大きい二次電池が要求されている．低炭

素社会に向けて太陽電池や風力発電などの新エネ

ルギーの一層の普及が期待されているが，これら

自然エネルギーによる発電は気象による変動が大

きいため，二次電池でその変動を吸収する必要が

あるためである． 

 これらの状況を受け，平成 22 年 5 月 19 日に発

表された NEDO ロードマップでは，蓄電池のタ

イプをその利用分野によって 7 つに分類し，それ 

ぞれに目標値を定めている 1)． 

 リチウム二次電池の優位性を表すのに，図 1 に

概略を示す Ragone プロットが良く使われる（本

間 2)など）．これは横軸にエネルギー密度（容量），

縦軸に出力密度（パワー）をとったもので，リチ

ウム二次電池はどちらの特性においても他の二次

電池を上回っていることを示す．ただし，エネル

ギー密度を図 1 の重量密度ではなく，容積密度

[Wh/L]でとった場合，現状のリチウム二次電池は

ニッケル水素(Ni-MH)電池と同等の性能しか示さ

ない．すなわち，移動体・モバイル機器に向く軽

い電池ではあるが，かさばるという点では従来の 













放電途中の休止が充放電試験に与える影響が無視

できない可能性がある．また，直流内部抵抗測定

における高レートでの放電も，電池を不可逆的に

劣化させてしまう可能性がある．このようなとき，

電池容量を決定するのに必須の試験である充放電

試験のデータのみから，内部抵抗に関わる解析を

行えるのは利点である． 

 ただし，100%充電状態(SOC)における電流休止

法を行っているに過ぎないという見方もでき，安

定な電池であるならばより複合的な解析を用いる

ことが勧められる．その場合でも最初の充放電試

験から内部抵抗成分を見積もり，より発展的な解

析へつなげるスクリーニングには有効である． 
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